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保
護
者
と
地
域
住
民
の 

ね
ば
り
づ
よ
い
と
り
く
み
が
行
政
を
変
え
た 

 

庄
原
市
教
育
委
員
会
は
、
1
月
11
日
、
市
議
会
全
員
協
議
会
で
、
市
の
総
合
教
育
会
議
で
の
意
見
、
市
議
会
の

付
帯
決
議
な
ど
を
ふ
ま
え
、 

➀
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基
本
計
画
を
見
直
し
、
延
期
す
る
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
統
廃
合
の
時
期
を
定
め

な
い
。 

➁
保
護
者
、
地
域
と
し
っ
か
り
時
間
を
か
け
て
協
議
す
る
。 

➂
統
廃
合
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
保
護
者
、
地
域
の
理
解
を
得
る
こ
と
と
す
る
。 

と
し
て
、 

小
中
学
校
の
統
廃
合
は
、
あ
く
ま
で
保
護
者
、
地
域
住
民
の
合
意
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。 

教
育
委
員
会
は
、

2018
年
1
月
、
過
疎
地
域
で
あ
る
庄
原
市
の
実
情
を
十
分
考
慮
せ
ず
、
文
科
省
も
そ
の
有
効
性
、

必
要
性
を
認
め
て
い
る 
複
式
教
育
に
つ
い
て
、「
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
複
式
学
級
を
想
定
し
て
い
な
い
。
複
式

学
級
を
解
消
す
る
」（

2018
年
1
月
20
日
付
中
国
新
聞
）
と
説
明
し
、
統
廃
合
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
4
年
。
保
護
者
、
地
域
住
民
、
市
議
会
、
総
合
教
育
会
議
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
が
お
こ
な

わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

➀
あ
ま
り
に
唐
突
な
提
案
に
否
定
的
意
見
が
相
次
ぐ
（
自
治
振
興
区
連
合
会
へ
の
説
明
会
） 

②
「
教
育
を
考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
の
会
」
を
立
ち
あ
げ
、
保
護
者
と
地
域
住
民
の
情
報
交
換 

➂
大
学
の
先
生
を
招
き
、
各
地
域
で
「
教
育
問
題
学
習
会
」
の
開
催 

➃
小
規
模
校
の
存
続
・
充
実
を
求
め
る
要
望
書
の
提
出
（
東
城
田
森
自
治
振
興
区
と
保
護
者
の
会
） 

➄
党
議
員
は
、
本
会
議
で
再
三
質
問
し
、
党
の
ビ
ラ
で
市
民
に
報
告 

➅
総
合
教
育
会
議
で
、
「
保
護
者
、
地
域
と
十
分
に
時
間
を
か
け
て
協
議
す
る
こ
と
が
必
要
（
市
長
）
」
と
表
明

（
2021
年
6
月
） 

➆
市
議
会
が
、
「
実
施
時
期
や
統
合
の
是
非
の
判
断
を
適
切
に
お
こ
な
う
こ
と
」
を
決
議
（

2021
年
９
月
） 

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
た
め 

力
を
あ
わ
せ
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う 

小
規
模
・
複
式
教
育
の
充
実
は
過
疎
地
域
の
教
育
に
と
っ
て
大
切
な
課
題 

  

今
回
の
見
直
し
表
明
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
、
市
議

会
、
総
合
教
育
会
議
の
み
な

さ
ん
が
、
真
剣
に
知
恵
と
力

を
出
し
あ
い
、
と
り
く
ん
で

き
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

      
 ひ

き
つ
づ
き
、
過
疎
地
域
で

あ
る
庄
原
市
の
教
育
の
充
実

と
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
ね

ば
り
づ
よ
く
と
り
く
む
こ
と

が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

             

文科省の「適正規模に関する手引き」より（一部抜粋） 

学校教育は、地域の未来の担い手である子どもたちを育む営みでもあり、 まちづ

くりの在り方と密接不可分であるという性格を持っています。  

このため、具体的な検討については、行政が一方的に進める性格のものでないこと

は言うまでもありません。 保護者や将来の受益者である就学前の子どもの保護者の

声を重視しつつ、地域住民の十分な理解と協力を得るなど「地域とともにある学校づ

くり」の視点を踏まえた丁寧な議論を行うことが望まれます。 

 

過疎地など、様々な地域事情により、小規模校を存続させることが必要であるとい

う判断も尊重される必要があります。 こうした場合、教育の機会均等とその水準の

維持向上という義務教育の本旨に鑑み、学校が小規模であることのメリットを最大

化するとともに、具体的なデメリットをきめ細かく分析し、それらを最小化する工夫

を計画的に講じていく必要があります。 

                                                

長年、複式教育にとりくんでいる大付属東雲小学校は、「複式教育の良さが国際的

にも認知されだしており、すべての児童の学力向上に資する」とはっきり指摘してい

ます。                                    （広大付属東雲小学校の報告） 

庄原市教育委員会も、２０１６年度、２０１７年度の「基礎基本定着状況調査」の

テストの結果 、市内の学校では「小規模（複式）校の方が全体的に若干上回ってい

る」と報告しています。                       （庄原市教育委員会の報告） 
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教育条件の充実と過疎地域の振興をすすめる         

 

 

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
生
か
し
た
教
育
行
政
を 

2011
年
4
月
、
庄
原
市
は
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
と
し
て
、 

「
庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」（
市
の
最
高
規
範
・
国
に
と
っ
て
の
憲
法
の 

よ
う
な
位
置
づ
け
）
を
定
め
ま
し
た
。 

 
第
3
条
～
5
条
で
、 

市
民
に
、「
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
権
利
」
を
保
障
し
、 

 

第
8
条
～
14
条
で
、 

市
長
に
、「
市
民
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
、
市
民
参
加
の
も
と
で
基
本
計
画 

を
決
め
る
こ
と
、
市
民
の
意
見
、
要
望
に
迅
速
か
つ
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
」
を 

義
務
づ
け
ま
し
た
。 

 

 

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

い
ま
こ
そ
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
ま
も
り
、
生
か
せ
と
い
う
声
を
あ
げ
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
少
人
数
学
級
の
大
切
さ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す 

庄
原
、
東
城
、
東
、
板
橋
小
学
校
で
も
少
人
数
教
育
を 

文
科
省
は
、
3
密
を
さ
け
る
た
め
、「
学
校
の
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
、
身
体
的
距
離
1
ｍ
と
し
て
い

ま
す
が
、
1
ク
ラ
ス
を
20
人
程
度
に
し
な
い
と
1
ｍ
の
間
隔
が
と
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

1
ク
ラ
ス
40
人
の
小
中
学
校
で
は
、
多
く
の
先
生
が
、「
分
散
登
校
中
（
20
人
）
は
、
全
員
が
授
業
に
集
中

し
、
教
え
や
す
か
っ
た
」
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 

庄
原
小
学
校
や
東
城
小
学
校
な
ど
で
は
、
40
人
学
級
制
（
１
・
２
年
は
35
人
学
級
制
）
の
も
と
で
、
１
ク
ラ
ス
が

30
人
～
40
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
学
び
、
心
身
の
ケ
ア
、
安
全
を
保
障
す
る
た
め
、
庄
原
市
の
特
性
（
少
人
数
校
、
小
規
模
・

複
式
校
が
多
い
）
を
生
か
し
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
、
１
ク
ラ
ス
20
人
以
下
の
学
級
編
成
を
実
現
し
、
少
人

数
教
育
、
小
規
模
・
複
式
教
育
の
充
実
に
と
り
く
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

 
 

【
海
外
の
事
例
】 

経
済
協
力
開
発
機
構
（
O

E

C

D
）
加
盟
35
カ
国
平
均
で
、
小
学
校 

は
1
ク
ラ
ス
21
人
で
す
。 

日
本
の
40
人
学
級
制
・
35
人
学
級
制
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

【
日
本
の
米
軍
基
地
の
基
準
】 

米
軍
基
地
に
、
思
い
や
り
予
算
（
安
保
条
約
で
日
本
の
義
務
と
は
な
っ
て 

い
な
い
が
、
米
軍
の
た
め
に
支
出
し
て
い
る
）
で
建
設
し
て
い
る
小
中
学
校 

は
、
教
室
が
、
日
本
の
基
準
よ
り 

か
な
り
広
い
う
え
、
定
員
が
、
小
学
1 

年
～
3
年
が
18
人
ま
で
、
小
学
4
年
～
中
学
が
24
人
ま
で
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

 

ひ
ど
い
話
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 
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